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１　航空事故調査の経過

１．１　航空事故の概要

クイックシルバー式ＭＸⅡ型超軽量動力機は、昭和６３年５月１０日、レジャー飛 

行の目的で石川県河北郡津幡町字湖東の場外離着陸場の誘導路を滑走路に見立てて離 

陸したが、その直後配電線に接触して墜落した。

同機には、操縦者ほか１名が搭乗していたが、操縦者は軽傷を、同乗者は重傷を負っ 

た。

同機は大破し、火災が発生した。

１．２　航空事故調査の概要

1.2.1　事故の通知及び調査組織

航空事故調査委員会は、昭和６３年５月１０日、運輸大臣から事故発生の通報を 

受け、当該事故の調査を担当する主管調査官を指名した。

1.2.2　調査の実施時期

昭和６３年５月１１日 現場調査



1.2.3　原因関係者からの意見聴取 

意見聴取を行つた。

２　認定した事実

２．１　飛行の経過

クイックシルバー式ＭＸⅡ型超軽量動力機は、昭和６３年５月１０日、石川県河北 

郡津幡町字湖東１６９－１７２の場外離着陸場において、操縦者により整備及び点検 

が行われた。

その後の経過については、操縦者によれば次のとおりであった。

０９時４０分ごろ操縦者のみが搭乗して、滑走路から離陸して約１５分間滑走路 

を使用してタッチ・アンド・ゴー及びロー・パス並びに誘導路を使用してロー・パ 

ス等を行い着陸した。

その後、操縦者は誘導路からの飛行を意図し、見物していた者を右席に同乗させ 

て操縦者が左席に搭乗し付図のＡ点から北東に向かってフル・パワーで離陸のため 

の滑走を開始した。

操縦者は、計器速度約５５キロメートル/時で機首上げ操作を開始し、速度約６０ 

キロメートル/時で出発点から約３５メートル付近のＢ点で浮揚した。

この直後操縦者は、同機の上昇率から判断して前方の配電線を越えられるかどう 

か危惧したが、すでに同誘導路には着陸できないと判断して飛行を継続した。

操縦者は、フル・パワーのまま、Ａ点の前方約１００メートル先の吹き流し（高 

さ８メートル）を避けるため左へ旋回しながら格納庫を越え、次いで直前に迫った 

配電線を避けようとして、大きな機首上げ操作を行ったが、同機はその直後に失速 

状態に陥った。

同機は主車輪が地上高約９メートルに展張されていた配電線にひっかかり、ほぼ 

真下の道路際に墜落した。

事故発生時刻は、１０時１９分ごろであった。

２．２　人の死亡、行方不明及び負傷

操縦者は軽傷、同乗者は重傷を負った。



２．３　航空機の損壊に関する情報

2.3.1　損壊の程度 

大破

2.3.2　航空機各部の損壊の状況

主翼 焼損

尾翼 破損

胴体フレーム 焼損

プロペラ 焼損

２．４　航空機以外の物件の損壊に関する情報

配電線２本 切断

２．５　乗組員に関する情報

操縦者 男性 ３９歳

総飛行時間 約３０時間（推定）

２．６　航空機に関する情報

2.6.1　航空機

型式 クイックシルバー式ＭＸⅡ型超軽量動力機（複座式）

総飛行時間 約１０時間（推定）

同機の操縦方式は方向舵と昇降舵による２舵式である。

2.6.2　エンジン

型式 ロータックス式５０３型

燃料 混合燃料（４０：１）

２．７　気象に関する情報

操縦者の口述によると事故現場における事故当時の気象は、天気曇り、風は無風 

で、視程は良好とのことであった。

２．８　その他必要な事項

2.8.1　誘導路は幅１１メートル、長さ１００メートル、未舗装であった。



2.8.2　配電線は誘導路から約１メートル高い道路に沿って地上高約９メートルに展 

張されていた。

2.8.3　同機の製造会社発行の同型式機の性能諸元のうち当該事故に関連するものは 

次のとおりである。

離陸性能 50フィート（約15メートル）の高度越えまで300フィート（約90メー

トル）

上記のうち地上滑走100フィート（約30メートル）

着陸性能 50フィート（約15メートル）の高度から200フィート（約60メートル）

上記のうち　地上滑走100フィート（約30メートル）

なお、これらの性能数値は、標準大気、海面上、操縦者重量（2名分）350ポンド 

（約160キログラム）の場合である。

３　事実を認定した理由

３．１　解析

3.1.1　当時の気象は、事故に関連はなかったものと推定される。

3.1.2　当該事故発生時において、同機は、未舗装状態の誘導路で約３５メートルの 

地上滑走後浮揚したことから、2.8.3に前述した同型式機の性能に照らし、十分な 

エンジン出力を有していたものと推定され、事故発生まで異常はなかったものと推 

定される。

3.1.3　旋回に際し横滑り等が発生しやすい２舵式操縦方式である同機が当時無風状 

態の中、離陸後前方の吹き流しを避けようとして左旋回を行いながら上昇飛行した 

ため同機の上昇性能は、性能諸元に記されている値を下まわつていたものと推定さ 

れる。

3.1.4　同機は、配電線が直前に迫った際、操縦者が回避のための機首上げ操作を 

行ったが主車輪が配電線に引っかかり、前のめりとなり墜落したものと推定される。



４　原因

本事故の原因は、前方に障害物がある誘導路から離陸して障害物を回避のための操

作を行ったが、配電線に接触したことによるものと推定される。
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